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株式会社ウェザーニューズ（本社：千葉市美浜区、代表取締役社長：石橋 知博）は、大型から中小型船

まであらゆる船舶の環境性・安全性・経済性に配慮した運航を支援する統合型の航海気象サービス「Sea 

Navigator」のグローバルにおける提供を開始しました。 

当社はこれまで、海運事業者（船主・船舶管理会社・運航船社（オペレーター））に対し、環境に配慮した

最適運航支援サービス「OSR-e」など主に 5 つのサービス提供を通して、累計 100 万航海をサポートしてき

ました。この度、海運事業者がより便利にご利用いただけるよう、5 つのサービスを 1 つのプラットフォーム

に集約した統合型の新サービスを開発しました。環境性・安全性・経済性の中から重要視するプランに合

わせて必要なサービスだけを選択し、航海前の計画から航海中、終了後までワンストップでモニタリングす

ることが可能です。また、地震など緊急時にスマホでも確認したいというご要望からモバイル表示に対応し

ています。昨年から欧州エリアで先行販売を開始し、好評だったことを受けて、今回、販路を世界各国に拡

大していきます。 

将来的には、年間 9 万隻に利用される航海気象のプラットフォームになることを目指しており、気象・海

象、船舶の性能、燃料、オペレーターの経験など様々なデータを集約していくとともに、新たな予測技術や

サービスの開発を進めることで「Sea Navigator」を拡張させていきます。まず、2024年内に中小型船舶向け

の新サービスの提供を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせはこちらから サービスサイトはこちら（英語版） 

https://biz.weathernews.com/sn20241009/ https://sea.weathernews.com/seanavigator/ 

NEWS RELEASE            
 

大型から中小型船まであらゆる船舶の環境・安全・経済に配慮した運航を支援する  
 

統合型の航海気象サービス「Sea Navigator」を提供開始 
 

〜欧州の先行販売実績をもとに、世界各国に販路を拡大〜 

Sea Navigator のトップ画面のイメージ 



◆全ての航海気象情報を統合した One-Platformの航海気象サービス「Sea Navigator」 

当社はこれまでに、環境規制に対応したルートを推奨する最適運航支援サ

ービス「OSR-e（Optimum Ship Routeing – environment / emission）」、CO2 排

出量を算出するサービス「CIM（Carbon Intensity Monitoring）」、荒天に遭遇す

る 船 舶 を自動検知 す る 安 全 運 航 支 援 サ ー ビ ス 「 SSM （ Safety Status 

Monitoring）」、航海計画に対して座礁の危険性を自動で判定する座礁対策支

援サービス「NAR（Navigation Assessment & Routeing）」、船舶性能を評価する

「PMS（Performance Monitoring Service）」という主に 5 つのサービスを開発・提

供することで、世界中で累計 100 万航海を支援してきました。 

国際海事機関（IMO）の規制などで温室効果ガス削減への取り組みが進ん

でいる昨今では、最適な航路やエンジン回転数などを提供しつつ、CO2 排出

量の削減を推進する「OSR-e」のニーズが高く、「OSR-e」は年間１万隻の大型

の貨物船舶に利用されています。しかし、座礁対策も強化したい場合は NAR

というように、別サービスを併用する必要がありました。 

 

 

近年、海事産業における DX（Digital Transformation）が加速するなか、意思決定のスピード向上や業務の

効率化を支援するため、これら 5 つのサービスを 1 つのプラットフォームに集約した統合型の新サービス「Sea 

Navigator」を開発しました。多数のメニューやデータを取り揃えており、企業のニーズに合わせて最適なソリュ

ーションを提供します。これにより、航海前から航海終了後までの環境性・安全性・経済性を考慮した最適な

ルート選定やCO2 排出量の可視化、安全性の確保、座礁の回避などが「Sea Navigator」一つで可能になりま

す。また、地震・津波の発生時のような緊急時にスマートフォンから即時に確認したいというニーズを受けて、

モバイル表示にも対応しています。 

 Voyage Comparison 

最適運航のための航路・船速別の到着時間や燃焼消費量を算出 

Emission Dashboard 

CO2 排出量や燃料実績格付け制度などの環境データを分析 

Fleet Status Monitoring 

荒天影響船をモニタリングし、本船へのアラート送付状況を確認 

Navigation 

航海計画と海図情報を用いて、座礁などのリスクを把握 

Sea Navigator のモバイル表示 



▼航海気象サービスのお問い合わせはこちらから 

https://biz.weathernews.com/sn20241009/ 

 

当社は「船乗りの命を守りたい」という創業時の想いを胸に、累計 100 万航海のサポート実績を活かし、独

自の AI 技術を用いてサービス開発に取り組み、大型から中小型船舶まであらゆる種類の船舶の安全運航を

支援してまいります。 

 

 


